
共通技術／課題解決型

 小型 超小型衛星で利用可能な光通信モジ ル 小型・超小型衛星で利用可能な光通信モジュール

 ソニーの光ディスク技術を応用し、小型・軽量・高効
率を目指す

 JAXAにより地上技術である光ディスク技術をいち早
く宇宙利用化を実現する

 約100MbpsからGbpsクラスの通信容量まで対応
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長距離空間光通信を実現する光通信モジュールに関する研究
機関名：

プロジェクト概要

課題名

長距離光通信モデムの開発

【目的】 【内容】

　近年、超小型衛星技術や再利用ロケット技術の進展
を中心とした技術革新により地球低軌道の利用が進ん
でいる。一方で地球低軌道はインターネット通信網に
は常時接続されていない。本研究は、地球低軌道をイ
ンターネット通信網と常時接続可能とすることを目的
として、超小型から小型衛星において運用可能である
光通信モジュールの基盤技術を確立することを目的と
している。このため、衛星向けの光通信モジュールを
小型、軽量、高効率することが重要である。本研究で
は、すでに長年の実績を有する小型・軽量・高効率の
光学系および機械制御系を持つ光ディスクの技術を適
用した基盤技術開発を行う。

　本研究では、小型および超小型衛星による衛星間光
通信により地上のインターネット通信網との常時接続
を実現すること、衛星ミッションに伴う動作中も通信
回線を接続するために、約4,500（km）の通信距離
を、制御角度範囲を±約500（mrad）において約10
（µrad）の精度で結ぶ。これらを実現するために，光
ディスクのレーザー光学技術、集積光学系技術、制御
技術などを導入し，光通信光学系の重量を約1.5
（kg）程度に抑制する。宇宙環境における利用で求め
られる放射線、熱、振動衝撃などへの対応するための
技術開発を行い、地上技術である光ディスク技術を宇
宙利用可能な技術へ早期に展開する。
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低コスト高出力な半導体アンプを共同開発
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固体化マリンレーダーの開発
機関名：

プロジェクト概要

課題名

低コスト半導体アンプの開発

【目的】 【内容】

　船舶の航行の安全を守る “マリンレーダー” では、
周波数の有効利用や維持費負担の低減から、マイクロ
波の出力に半導体増幅器を用いた “固体化マリンレー
ダー” の開発が求められている。近年半導体増幅器は
ワイドバンドギャップを達成するGaN（窒化ガリウ
ム）を代表に、高い出力電力を得ることが可能になっ
てきているが、小さな船舶に搭載するには未だ高価で
あるのが現状である。本テーマではこの低コスト化に
着目をし、商用機として市場展開が可能な性能、価
格、寸法を満たした固体化マリンレーダーを開発する
ことを目的とする。高出力な半導体増幅器は様々なシ
ステムに応用可能であり、この成果は宇宙応用を含
め、広く展開が可能と考える。

　JAXAの実績である内之浦宇宙空間観測所における
S帯１kW級半導体アンプ、およびPROCYON搭載X帯
20W級半導体アンプの成果を基に、以下の３点に着
目をして低コスト化に向けた開発を進める。
①材料レベルからの設計
汎用性に長けた市販デバイスを使用するのではな
く、より材料に近いレベルから、ニーズに特化した
設計を行うことで、原材料費の低減を図る。
②高効率化・小型化
電源回路や筐体など、周辺機材に要求される性能を
軽減し、増幅器全体としての低コスト化を図るた
め、高効率化・小型化を追求する。
③高い性能再現性
量産時の作業工数低減や信頼性確保のため、性能再
現性の高い設計を行う。
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